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リニアコライダー・コラボレーション(LCC)物理・測定器グループ[1]と⾼エネ
ルギー物理学研究者会議 (JAHEP) [2]の検討結果は、ヒッグス・ファクトリー
として 250 ギガ電⼦ボルト(GeV)の重⼼系エネルギーで運⽤する ILC を建設す
ることには、⼗分な物理的な意義があることを⽰しています。 
 
そのような加速器のコストは、当初提案された 500 GeV の ILC [3]と⽐較して
最⼤ 40％低下すると推定されます。 ILC の加速技術は、独ハンブルグ市にある
ヨーロッパ X 線⾃由電⼦レーザー(European XFEL)の建設成功により得られた
経験のおかげで、今や確⽴されています。リニアコライダー独特の特徴の 1 つ
は、加速技術の改善や、トンネル⻑の延⻑により、衝突エネルギーを向上するこ
とができる点です。これらの理由から、リニアコライダー国際推進委員会(LCB)
は、250GeV の ILC を⽇本に建設するという JAHEP の提案[4]を強く⽀持し、
時宜を得た決定に向け、⽇本政府が当該提案を本格的に検討していただけるよ
う推奨します。 
 
最近の同様の国際プロジェクトの例 1 では、ホスト国が主要な費⽤負担を⾏な
っています。⾃ずと、⼟⽊建設やその他インフラの建設コストはホスト国が責任
を持ち、加速器建設については適切な費⽤分担がなされることが期待されます。
これらの原則に基づいて、加速器をホストすることが明確に意思表明されれば、
⽇本と国際的なパートナーとの交渉が開始されることになるでしょう。また、他
国の関係者も、可能な貢献について、⾃国政府と有意義な議論を開始することも
可能になります。 
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